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回弥生文化の記
①紀元前3·4c頃約(1 )年以上続いて順縄文文化に (2. ) 
と (3. )の使用が始まリ、(11-. )文化が成立する。

|t l)弥生文化磯徴を2つ吝たよう。（ ）と（ ）の使用 I
麟注文化は北海道・南西諸鳥蒻忍工麟言(s. )文化、
麟諸鳥では (6. )文化と呼函紅庄採集文化が続いていた。
→漁労·狩猟に基礎をお＜文化！弥生特代ば鵞薪認 l

I t l)弥生揺が形成された頃北疇•醗西諸釦疇呻揺を蔀
叡ょう。 j頃道（ ）文化南西諸島：（ ）文化

回御国の伝来
①中回大陸では B.C. 6500へ B.C応00年頃 (7 )中涜域で畑作が起こり．
(8 )中•下流蔑‘で2が始まリ．朝鮮半息を経て日本列皇に伝わ菜。

®叩直に2が伝来したのは和28①圧前 [B.c. 8c頃］の('I. ) 

とざ后て、そのことは (10. )翫 (II ． 閥移前ゃ ([2 )釦 (13 濾
踪なと•力らば忠。この特を((lf.. )と考謬こともでき奇

I(1) 縄安文化の段階で知りが始ま兵いたことが位鑓翫2つあげよう。
( ）遺跡・（ ）遣踪

回弥生土蓉
( (Is. )は縄文土器に朝鮮半鳥ヵらの技術が加わって生み出された。
縄文エ君に比べて (16 )で硬<(17 )色を帯びた土器で 15([)名称は
更京都文京区本郷弥生町の (18. )貝塚での発見1ョち似たもの。 蒋

立

①15は．貯蔵用の (19. )煮炊き用の（幻． ）．盛Jつけ用の (2r. )、和と·
が設物を蒸昧めの (22 )なと、、用途に応じた形の籾淀作封念ようにな茶。

l 1) それぞれ(/).:t器の名称さ溶たよう。

ら（）口（）宣
貯蔵用 煮炊き用 監リつけ用
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